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1.ワーキング活動について

第16回建築BIM推進会議

WG WG設立趣旨 現状の課題

①BIM 
活用事例ＷＧ

BIM導入事例のメリットを広報することで企
業のBIM導入を促す。
発行済み31事例の深堀と新規事例の収集
により更なる充実を目指す。

日本国内では3Dモデリングでの干渉チェッ
クが主流であり、現場施工でのデータ活用
の事例が少ない。

②BIM 
実行計画ＷＧ

BIM運用段階での統一的なルール(BEP)の
雛形を示すことで、BIMへの取組みの敷居
を下げ、個社間での差異が減ることで、
データ連携の促進を目指す。

日本国内でBEP/EIR（発注者要件書）の発行
事例が少なく、比較や参考が困難である。
 

③BIM 
教育・資格関連
ＷＧ

設備特有のBIM教育と資格制度を確立する
ことで、設備BIM人材の確保ならびに技術
力の維持向上、待遇改善など設備業界の活
性化を目指す。

日本国内のBIM関連教材、資格は建築的内容
が多く、設備系は少ない。

④国交省 BIM 
推進事業対応Ｗ
Ｇ

BIMガイドライン、仕様書デジタル化など国
交省の検討会WGの動向に対する協会の意
見集約と発信を行う。

BIMマネージャーの定義、竣工後の BIM
データの取り扱い、 BIM のデジタルデータ
の活用事例など国内では実態が少ない。
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香港

シンガポール

タイ

2.海外BIMの事前調査

第16回建築BIM推進会議

国・地域 現場種別

香港 電子部品工場改修

シンガポール 半導体工場新築

タイ 大型複合施設新築

データセンター新築

視察対象

スケジュール

‘25/11 AM PM

23 Sun HND→HKG

24 Mon 現場視察 現法mtg

25 Tue HKG→SIN

26 Wed 現法情報交換mtg

27 Thu 現場視察 SIN→BKK

28 Fri 現法mtg 現場視察

29 Sat 現場視察

30 Sun BKK→HND

2.1 視察対象、スケジュール
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国名 BIM導入の経緯
香港 - 2013年以降：公共工事に段階的導入開始 

- 2018年 (TC(W) No.7/2017)：主要公共資本工事の設計段階必須
- 2018年 (TC(W) No.18/2018)：4D施工計画・5Dコストを公共案件で活用義務化 
- 2019年 (TC(W) No.9/2019)：6D持続可能性や資産管理、デジタル製造支援を公共案件で義務化 
- 2025年以降：公共工事の入札・契約プロセスにBIMモデルを必須化、契約上明示（広義の全公共案
件対象）

シン
ガ
ポー
ル

- 2013年7月：延床面積20,000㎡以上の公共新築建築物で建築BIM提出必須

- 2014年7月：同条件で構造・設備分野も義務化 –
- 2015年7月：延床面積5,000㎡以上の公共新築プロジェクト全体でBIM義務化 - 現在：CORENET X

での段階的拡大。
- 2025年10月より30,000㎡以上での義務案内進行中

タイ - 現時点：政府主導による明確なBIM義務化なし
- 民間市場主導：大規模開発業者が「過半数以上の大型プロジェクト（上位60％）」でBIM要求。義務
化とは異なるが広く影響力あり

日本 - 2025年春：建築確認申請図書のデジタルPDF（BIM書き出し）を原則受付
- 2026年春：BIM図面審査制度導入。対象はRC・S構造の大規模建築物から戸建木造住宅まで〈全国
展開予定〉 -

- 2029年春：BIMデータ（IFCモデル）を用いた「本格審査制度」へ移行予定（全確認申請に適用可能
性）

第16回建築BIM推進会議

2.海外BIMの事前調査

2.2 BIM導入の経緯
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第16回建築BIM推進会議

国名 政策 教育 ライセンス
香港 民間・公共双方での本格的な

ロードマップ策定と技術支援
（チェックツール、データリポジ
トリ等）が進行中。

都市部での資格レベルや専門
学位プログラムが充実し、
CEF(継続教育基金)や施工業界機
関と連携

CIC(CONSTRUCTION INDUSTRY 
COUNCIL)による公式資格（CCBC / 
CCBM）を国家レベルで導入し、
HKIEの技術者資格と連携

シンガ
ポー
ル

強力なロードマップと義務化、
補助金・教育を伴うBIM推進体
制が整備された先進的政策。

国策としてBCA (Building and 
Construction Authority)主導の専
門ディプロマ・資格コースが豊
富で、実務連携や国際認証付き

ISO19650に準拠した英国BSIと
の共同プログラム（BSI-SIBL）
が中心で、BCA Academyも認定
コースを提供

タイ 政府主導は限定的だが、業界
団体や民間企業主導でBIM標準
化に取り組み、今後の公的支援
が注目される段階。

オンライン／短期コース中心だ
が、ISO・VDI・UK BIM等グローバ
ル規格対応が進行中。

国家資格制度はなく、ISO対応
研修（BSI・TÜV SÜD）や各民間教
育機関による講座が主体

日本 国土交通省ガイドラインを軸に
官庁営繕案件でのBIM活用義務
化が進行しており、基準整備と
試行を通じた拡大フェーズにあ
る。

民間資格機関と大学・企業研修
の併用型教育が主体で、ISO 
19650準拠教材の日本語研修も
普及

国家資格ではないものの、日本
BIM協会とACSPが実務能力を評
価する資格を提供。さらに
buildingSMART Japan や BSI 
の国際認証も受けられる体制

2.海外BIMの事前調査

2.3 各国の政策、教育、ライセンス
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第16回建築BIM推進会議

WG 海外の状況

①BIM 
活用事例

1. BIMデータと現場画像を重ねたAR技術を用いた施工管理
（図-1：GAMMA ARのHP）

2. アニメーション動画による施工手順の確認（図-2）

3. 点群画像とBIMデータを重ね施工計画動画を作成（図-3）

②BIM 
実行計画

全ての現場で建設工事元請が発行するBEPを確認（図-4）

③BIM 
教育・資格
関連

BIM技術者は役割に応じた教育と資格を有し、向上心も高い
（図-5：BIMマネージャーの資格の一例 内容は下記の通り
①建築建設局(BCA)アカデミー/建築情報モデリング専門ディプロマ
②シンガポール・ポリテクニック/MEP BIMプロジェクトコラボレーション
のためのAutoDesk Navisworks
③Autodesk 公認トレーニングセンター/Advance Revit MEPモデリング）

図-1

図-5

①
②

③

図-2

図-3図-4

3.海外BIM視察結果
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3.海外BIM視察結果

第16回建築BIM推進会議

WG 海外の状況

④国
交省 
BIM 
推進
事業
対応

1. 一定規模以上の建設工事にBIM技術の導入と技術者の配
置を義務化（例示では見積金額約6億円以上の建設工事）

（図-6：香港資本事業向けBIM技術通達）

2. 手厚い助成金
（図-7：香港CITF建造業創科基金HP 1HK$≒20円
①BIM採用基金の各申請者の上限 HK$1,500,000* 約3,000万円
②各申請者の体験利用補助金の上限 HK$200,000* 約400万円
③各コンピュータの補助金上限 HK$10,000* 約20万円
④BIMのソフトウェア/ハードウェア導入および体験的利用を含み、
BIMおよび先進建設技術(ACT)の申請者一人あたりの資金上限
HK$7,500,000 約1億5，000万円）

図-7

① ②

③

④

図-6



日本空調衛生工事業協会
ＢＩＭ推進委員会

8

第16回建築BIM推進会議

4.まとめ WG 今後の活動方針

①BIM 
活用事
例ＷＧ

BIMデータを活用した工程(4D）、コスト
(5D)、GX（6D)など高次のデータ活用事
例にチャレンジ

②BIM 
実行計
画ＷＧ

「建築分野におけるBIMの標準ワークフ
ローとその活用方策に関するガイドラ
イン第3版」のBEPを基本に海外での記
載事例も加味して設備工事での雛形
を作成

③BIM 
教育・
資格関
連ＷＧ

海外でのBIM-MEPの教育・資格内容の
調査、分析を行い、国内事業者とのタ
イアップにより技術者育成の推進に役
立てる

④国交
省 BIM 
推進事
業対応
ＷＧ

下記事項の提言に向けた情報収集と
分析・検討
1. BIM技術者の役割、地位の明確化
2. BIM導入に対するインセンティブ

（計審ポイント、税制優遇など）
3. BIM技術者の配置要件などの制度

設計
4. BIM導入に対する助成の在り方

など
第18回建築BIM環境整備部会資料１より抜粋

BIMデータの活用の普及に向け活動を継続
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